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２０１３（平成２５）年度第４回経営協議会議事要録

日 時 ２０１３年１０月２１日（月）１０時

場 所 ＫＫＲホテル名古屋 福寿の間

出 席 学内委員５名 欠席 なし

学外委員５名 欠席 １名

会議成立

開会１０時００分

議事に先立ち，学長からあいさつがあった後，第３回本会議(８月５日)開催以降の主要

な取り組み等として，①東日本大震災被災地へ学生ボランティアを派遣したこと，②９月

２７日(金)に９月卒業式を行ったこと，③１０月２６日(土)に保護者懇談会を実施するこ

と，④１２月４日(水)に創基１４０周年記念式典及び講演会を実施すること，等の報告が

あった。

続いて，総務課長から，本日の配付資料の確認及び会議日程等の説明があった。

議 題

１．２０１３（平成２５）年度第３回経営協議会議事要録の承認について

学長から提議され，原案どおりこれを承認した。

２．東日本大震災に係る入学料及び授業料免除特別措置について

学長から提議され，都築委員から，平成２６年度の対応として，東日本大震災で大
きな被害を受けた学生に対して，一般枠とは別に入学料及び授業料の免除特別措置を
今年度同様継続したい旨資料に基づき説明があり，質疑応答の後，これを承認した。

○委員からの質疑 ●大学側の回答

○ 昨年度の申請実績のうち，幼稚園で免除を受けた人というのはどういう方か。
● 震災に見舞われた方が愛知県に引っ越して，附属幼稚園に入園した方である。

報 告

１．平成２６年度概算要求について

白石委員から，資料に基づき，①平成２６年度予算の概算要求に当たっての基本的

な方針，②平成２６年度一般会計概算要求・要望額，③平成２６年度文部科学省関係

要求の概要，④平成２６年度国立大学法人運営費交付金概算要求の概要，⑤本学の平

成２６年度収入・支出概算要求書，⑥平成２６年度概算要求(特別経費)一覧，⑦平成

２６年度施設整備費概算要求事業（教育系抜粋を含む）等について報告があった。

これに対して，以下のとおり質疑応答があった。

○ 耐震改修予算が確保されると大学全体の耐震化率はどれくらいになるのか

● ９割近くになる。

○ 残り１割はどこの建物か。

● 大学会館である。大学会館を美術実習棟改修の際の仮設先として計画しているた

め計画的に１年先送りにしている。

○ 資料７ページに耐震化率の進捗見込みが約９４％から９６％となっているが，愛
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知教育大学の９０％は低くないか。あと２年しかないが，１００％にするための具

体的な方策はなにか。

● 残り２年間で計画的に概算要求している。具体的には，平成２６年度に美術実習

棟を改修するためその移設先として大学会館を充てて，平成２７年度に大学会館を

改修する予定である。

○ それが改修できると１００％か。

● そうである。

○ 消費税が値上げされた場合，設備・備品等を購入した際増額して支払うという必

要はないか。

● 非課税と課税を案分して計算しているが，多額ではないがアップする。文部科学

省の説明では，３％上がれば１２月の予算編成で財務省と折衝するという回答であ

る。

○ 最終消費者に転換できないとなれば，実際の支出が減るのではないかと心配して

いる。

● 今現在の状況では，文部科学省は財務省と掛け合うということである。

○ 財務省次第ということか。

● 財務省としても今回は付けざるを得ないと思っている。

○ 運営費交付金の増額が見込めない以上，国の行うプロジェクトに対して積極的に

概算要求すべきである。特にアジア中心とした教育支援の要求であれば教育系大学

にもチャンスはあると思う。

● 最近では，組織改革に関連した概算要求が中心となりつつある。

○ 国内での教員養成も大事であるが，アジアの学生を支援する方策を考えるべきで

ある。

● 留学生を呼ぶための経費を増やしたいと考える。

２．平成２４年度決算における他大学との比較について

白石委員から，前々回の本協議会において質問のあった決算における他大学との比

較について，資料に基づき，①教育経費比率，②研究経費比率，③教育研究支援経費

比率，④一般管理費比率，⑤人件費比率，⑥受託研究費(事業)比率，⑦流動比率，等

について報告があった。

これに対して，以下のとおり質疑応答があった。

○ 一般管理費が他大学に比べて高いので分析すべきである。また，大学教員のラス

パイレス指数はどの数値と比較しているのか。

● 防衛大学校の教員との比較である。

○ 名古屋大学は病院を持っているので，比較の対象とするのはなじまない。

● 本学は研究費を減らしていないのに数値としては高くない。費目の分け方が法人

によって違いがあるのでそこを比較した上で，本来は分析しなければならない。

３．その他

（１）次回の開催日について

学長から，次回は１２月１０日(火)から１７日(火)までの間で日程照会中である

旨報告があった。

閉会 １１時３０分


